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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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市民ニーズ、
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事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）
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事業概要
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決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

事業概要

一般財源の比率（％） 89.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響に
より開催日数等が大幅に減少しました。それ以外にも、
活動場所や見守りにあたる地域ボランティアの獲得が
困難であること、また、雨天等の荒天や不審者事案に
より中止することがあり、年間の開催回数に影響を及ぼ
すという課題があります。また、　国の「新・放課後子ど
も総合プラン」に基づき、放課後子供教室（こどもプラザ
事業）と放課後児童クラブ（留守家庭児童育成室）の児
童が共通のプログラムに参加できるよう引き続き連携を
進めます。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

事業概要

こどもプラザ運営、地域教育コミュニティ

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う小学校の臨時休校などの影響等により、全小学校での
実施はできませんでしたが、国・府や、市の新型コロナウイルス感染症等対策本部の方針などで示され
た感染拡大防止対策をとりながら、地域のボランティアの方々の理解と協力を得て、地域の実情に合
わせて実施しました。
　また、広報誌を発行し、コロナ禍のもとで感染防止対策を徹底し、創意と工夫により実施された地域
の事業を事例として取り上げ、他の地域に紹介しました。

（１）太陽の広場
　放課後等における子供たちの安心・安全な居場所を提供する「太陽の広場」は、市内全３６小学校の
うち、３３校で実施しました。
　・開催回数　　　令和2年度・・・505回、　令和元年度・・・1,573回、　平成30年度・・・1,527回

（２）地域の学校
　学校休業日等に様々な体験活動の場を提供する「地域の学校」も、地域は、市内全３６校のうち、８校
で実施しました。
　・開催回数　　　令和2年度・・・220回、　令和元年度・・・453回　　　平成30年度・・・465回
　

決算額　(千円) 30,542
※課題があるものは■

管理事業 こどもプラザ事業 所管部局 地域教育部

1
所管
室課

青少年室 事業名 こどもプラザ事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 432 施策 放課後の居場所の充実
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